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202２年 

３月号 

予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和３年２月２０日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

図書館俳句ポスト受賞者 

１１月俳句ポストへ応募された中から選ばれ

た作品です。お題は大根（だいこん）」。 
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白鳥とコウモリ  東野 圭吾／著 

透明な螺旋  東野 圭吾／著 

５２ヘルツのクジラたち 町田 そのこ／著 

伏尾 美紀／著 

ミカエルの鼓動  柚月 裕子／著 

琥珀の夏  辻村 深月／著 

探花   今野 敏／著 

硝子の塔の殺人  知念 実希人／著 

李王家の縁談  林 真理子／著 

星を掬う  町田 そのこ／著 
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た
び
に
色
を
変
え
た
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佳
作 

紺
碧
の
空
や
泥
つ
く
手
に
大
根 

沢
庵
で
酒
酌
み
交
わ
す
従
兄
弟
会 

軽
ト
ラ
を
は
み
出
し
来
た
る
大
根
か
な 

小
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寺
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村
田
鈴
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青
屋
黄
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吉
田
み
ね
子 

安
福
巖 

 

北緯４３度の 

コールドケース 

長い冬が終わり、待ちに待った春はも

うすぐそこです。明るく楽しいイメージの

ある春ですが、親しい人との別れを悲し

く感じたり、新しい場所で新しいことを

始めることに不安を感じたりする方も多

いのではないでしょうか。今回の展示で

は、明るく楽しい気分、前向きな気持ち

になれるような本、CDをご紹介します。 

みなさんのもとに明るい春がおとずれ

ますように。 

 

 

 

開架展示では、「春」を特集します！！ 
２０２１年３月４日（金）～３月２９日（火） 



 

子どもの頃、自分の発言が間違っていたら恥ずかしい、だから手を挙げるのってこわい。そう思っ

た経験はありませんか？この絵本は「まちがうことをおそれちゃいけない。まちがったものをわらっ

ちゃいけない」ということを先生の目線、言葉で、力強く教えてくれます。もうすぐ入学、新学期シ

ーズン。いつも以上に緊張する子もいるなかで、まずは先生や保護者の方に読んでほしい、そして多

くの子どもたちに「まちがっても大丈夫！」と伝わったらいいなと思う一冊です。 

私たちのカラダって本当はスゴイんです。誰からも教えられたわけではないのに、自然とあら

ゆることに対応できる優れもの。どうして味を感じるの？どうしてあくびがでるの？など、普段

無意識に行っている様々な行動にはふか～い意味があることがわかります。目には見えない大仕

事をスゴイ機能を使ってこなしている私たちのカラダの世界を冒険してみませんか？ 

 

絵：長谷川知子 作：蒔田晋治  出版社：子どもの未来社 （2004年 5月） 

タイトル：「スゴイカラダ」 

著者：北村昌陽  出版社：日経 BP社 （2014年 4月） 

タイトル：「教室はまちがうところだ」 

タイトル：「ぼくによろしく」 
 

著者：ガリラ・ロンフェデル・アミット  出版社：さ・え・ら書房 （2006年 4月） 

 
父親が服役囚、母親は別の人と再婚して家を出た。少年は祖母に引き取られたが素行が悪

すぎて手に負えず里子に出された。新しい環境の中で少年はどんな風に育つのだろう？ 

この児童小説は、何人もの里子を育てた著者の実体験から書かれたものです。世間から見

るととんでもない実親でも、少年は決して嫌いにはなりません。里親に勧められ渋々書き始

めた日記ですが、本音を綴るうちにそれは少年にとって大切な存在になります。実親と里

親。さて、少年が本当に見つけたものとは？少年を取り巻く様々な立場の登場人物たちが生

き生きと描かれ彼らの気持ちも想像しては繰り返し読んでしまいました。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

私
は
３
月
３１
日
で
定
年
退
職
を
迎
え
ま
す
。「
ハ
ト
ダ
ヨ
」
館
長
随
想
を
６９

回
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
私
が
書
く
の
は
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
。
こ
の

「
ハ
ト
ダ
ヨ
」
は
、
正
式
名
称
「
函
館
市
中
央
図
書
館
だ
よ
り
」
か
ら
４
文

字
を
取
っ
た
愛
称
で
、
平
成
二
十
七
年
に
発
刊
開
始
し
翌
年
か
ら
毎
月
出
し

て
い
ま
す
。 

昭
和
１１
月
４
年
「
市
立
函
館
図
書
館
多
与
利
」
が
発
行
さ
れ
、
当
時
の
岡

田
健
蔵
館
長
は
亡
く
な
る
２
か
月
前
の
１９
年
１０
月
ま
で
毎
号
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
名
文
で
、
図
書
館
の
あ
り
方
等
を
説
い
て
い
ま
す
。

私
は
全
く
比
肩
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
館
長
が
情
報
発
信
す
る

必
要
が
あ
る
の
は
岡
田
館
長
の
時
代
と
全
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。「
図
書
館

多
与
利
」
は
、
岡
田
館
長
の
没
後
は
、
昭
和
２０
年
か
ら
敗
戦
後
と
い
う
大
変

な
時
期
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
紙
は
質
の
悪
い
所
謂
藁
半
紙
と
な
り
、
発
行

も
散
発
的
に
な
り
ま
し
た
。
情
報
発
信
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
時
代
で
す
が
、

私
共
が
運
営
を
任
さ
れ
て
か
ら
、
半
世
紀
ぶ
り
に
紙
に
よ
る
図
書
館
だ
よ
り

を
復
活
し
ま
し
た
。 

 

本
も
電
子
書
籍
が
現
れ
、
図
書
館
で
も
導
入
す
る
所
が
増
え
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
電
子
媒
体
の
導
入
は
避
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
今
は
過
渡
期

な
の
か
、
出
版
社
は
電
子
書
籍
の
図
書
館
へ
の
販
売
に
後
ろ
向
き
で
、
手
に

入
れ
ら
れ
る
本
（
コ
ン
テ
ン
ツ
）
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
子
書

籍
で
し
か
発
行
さ
れ
な
い
も
の
が
出
て
き
て
い
ま
す
し
、
過
去
の
名
作
は
紙

か
ら
電
子
に
置
き
換
え
が
進
ん
で
い
ま
す
。
図
書
館
で
は
電
子
書
籍
も
入
れ

な
け
れ
ば
、
本
の
収
集
が
途
切
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

館
長
随
想
（
七
〇
） 

そ
れ
な
ら
ば
紙
の
本
は
な
く
な
る
で
し
ょ
う
か
。
函
館
の
図
書
館
に
は
約
８０
万
冊

の
本
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
全
て
を
永
遠
に
保
存
す
る
必
要
は
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、

少
な
く
て
も
半
分
以
上
は
持
ち
続
け
る
べ
き
で
す
。
何
故
な
ら
、
電
子
化
さ
れ
な
い

本
は
多
い
で
し
ょ
う
し
、
電
子
化
さ
れ
て
も
永
く
保
存
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
昔
の

「
図
書
館
多
与
利
」
は
藁
半
紙
版
の
も
の
も
含
め
て
今
で
も
手
に
取
っ
て
読
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
が
電
子
媒
体
だ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
は
前
任

地
の
図
書
館
で
、
か
な
り
多
く
の
電
子
資
料
を
買
い
そ
ろ
え
ま
し
た
。
２０
年
前
で
す

か
ら
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
で
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
９５
対
応
ソ
フ
ト
で
し
た
か
ら
、
今
の
パ

ソ
コ
ン
で
は
読
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
全
て
廃
棄
し
ま
し
た
。 

人
類
の
知
の
保
存
に
は
紙
の
本
は
と
て
も
適
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
に
は
江
戸
時

代
の
本
が
あ
り
ま
す
が
、
二
百
年
た
っ
て
も
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で
読
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
本
に
は
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
の
本
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
保
存
状
態

が
悪
く
な
い
限
り
読
む
に
は
支
障
が
あ
り
ま
せ
ん
。
電
子
媒
体
が
、
数
百
年
後
、
千

年
後
に
な
っ
て
解
読
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
紙
の
本
が
な
く
な
れ
ば
、
今
の
時

代
を
後
世
に
伝
え
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。 

紙
の
本
は
必
要
だ
と
私
は
考
え
ま
す
が
、
本
を
出
す
と
い
う
の
は
産
業
で
す
。
出

版
社
、
印
刷
会
社
、
製
本
会
社
、
流
通
会
社
、
販
売
会
社
が
あ
っ
て
私
た
ち
は
本
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
日
本
で
は
百
万
点
を
超
え
る
本
が
出
て
い
ま

す
。
こ
の
９９
パ
ー
セ
ン
ト
が
電
子
書
籍
だ
け
に
な
り
、
紙
の
本
が
１
万
点
だ
っ
た
と

し
ま
す
。
９９
パ
ー
セ
ン
ト
の
仕
事
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
本
の
産
業
は

維
持
で
き
ず
本
を
作
り
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
こ
の
世
か
ら
本
を
な
く
さ
な
い

た
め
に
も
、
皆
さ
ん
本
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
、
そ
し
て
本
を
保
存
す
る
図
書
館
を
ど

う
か
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

７
年
間
に
わ
た
っ
て
館
長
を
勤
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
図
書
館
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今月号の「デジタル資料館紹介」はお休みです。 



ろ 

【 大活字本 】 

 文章の文字が大きく作られている本。字がとっても見

やすいので、小さい字や細かい字が読みづらい方におす

すめです。 

【 点字本 】 

 目が不自由な方、視覚による認識が難しい方にご利用

いただきたい本。紙面を凸凹した点その点の配置で文字

を表現しています。点を指でなぞることで文章を読んで

いきます。 

【 文庫本 】 

 本が小さい作りになっている

ので、旅行やちょっとしたお出か

けのおともにお勧め。小さいけれ

どボリュームたっぷり。 

【 仕掛け絵本 】 

本を開くと、絵が飛び出

したり、動いたりと、仕掛け

が満載。ページが開くのが

楽しみな絵本。 

い い あ る よ 
ろ ろ 

の か た ち 本 

【 外国語作品 】 

 文章が英語や韓国語など、外国で書かれている本です。 

海外から留学や旅行で来日している人も、母国語で本を

楽しめます。もちろん外国語の勉強のため、海外小説を

原文のままで読んでみようなんて楽しみ方も。 

本から絵が 

飛びだした！ 


